
飯塚市（介護予防）認知症対応型共同生活介護事業所整備事業 

 

質問及び回答 

 

質問事項 10.整備助成について 

 

プロポーザル実施要領 p.6(2)に、「補助金は、補助制度の変更や財政事情により

減額または不交付になることもありますので、・・・」とありますが、どのような

場合に不交付となりますか？また、プロポーザルに参加表明した後、助成金が不

交付となった場合に、辞退することは可能ですか？ 

回答  補助金につきましては、「福岡県地域密着型施設等整備補助金」の活用を予定し

ています。そのため、整備補助内容や補助単価等が変更された場合や、福岡県の

補助金財源が不足した場合において不交付となることが考えられます。 

 また、参加表明後や事前協議申請書類を提出した後に、プロポーザル参加を辞

退される場合は、問い合わせ先に連絡いただくとともに、辞退届を提出いただく

ことで辞退いただくことは可能です。 

 なお、「福岡県地域密着型施設等整備補助金」には、①認知症対応型共同生活介

護を整備するメニュー（介護保険課所管分）、②介護予防拠点・地域交流施設を整

備するメニュー（高齢者支援課所管分）の 2種類があります。 

 今回は、飯塚地区の圏域に（介護予防）認知症対応型共同生活介護事業所が不

足していることから整備するものですので、認知症対応型共同生活介護事業所の

整備について、補助金の交付不交付に限らず、資金計画上対応できる場合に限り、

応募するようにしてください。（介護保険課） 

また、介護予防拠点・地域交流施設についても、実施要領 p.6 にも記載してお

りますとおり、県からの補助金が不交付となる場合があることも念頭に置き、資

金計画上、十分に対応できる場合に限り応募するようにしてください。（高齢者支

援課） 

※質問事項については、原文のまま転記しています。 


